






Yokoi Shônan and Shokyô:
Why the Chapters of “Nitensanbo” are Emphasized
in his Political Thought?
KITANO Yuji　
Abstract
　Yokoi Shônan （1809-1869）, a Confucian scholar and samurai active in the late Tokugawa 
period, undertook an intensive study of Chu Hsi’s Neoconfucianism in his early thirties and 
formulated the idea of “Sandai”（the Three Dynasties, i.e., the Hsia, the Yin and the Chou in 
ancient China） as the standard for good government.
　In the first half of his forties, he recognized through his experiences the great influence 
of a monarch’s spirit on the politics of Japan, for example, the conflicts among the samurai 
factions in Higo （Kumamoto） domain, and through the historical study of Godaigo Tenno 
（emperor） and his misrule in the medieval period. He then began to advocate the spirit 
and behavior of Yao and Shun, the mythical emperors before the Three Dynasties, as an 
ideal image of a sage monarch. The lives of Yao and Shun are recorded in the chapters of 
“Nitensanbo,” i.e., the “Canon of Yao,” the “Canon of Shun,” the “Counsels of the Great 
Yu,” the “Counsels of Kaou-Yaou,” and “Yih and Tseih,” compiled in the Shokyô （Book of 
Documents）. 





chapters as the source of his political thought. Then I considered the characteristics of these 
chapters.
　From my examination, I point out that the chapters held universal and democratic 
principles, for example, open and friendly discussions between a monarch and his vassals, 
the selection of a monarch based on his virtue and faculty as a leader, and promotion and 
encouragement of industry for the welfare of the common people.
　These principles met the necessity for immediate acceptance of European civilization in 
the last days of the Tokugawa shogunate. Therefore he attached great importance to the 
chapters of the “Nitensanbo” and emphasized their significance as the source and standard 
in his political thinking.
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和書』 2）であろう。小楠は少なくとも 20 代後半より蕃山に私淑し 3），蕃山の『集義和書』に
見られる実践的な仁政論に共鳴していた。
1 ） 山崎正董『横井小楠　下巻　遺稿篇』，明治書院，1938 年（以下『遺稿篇』と略記する），508 頁。
2 ） 拙稿「横井小楠による水戸学批判と蕃山講読―誠意の工夫論を巡って―」『横井小楠研究会年報』，
第 2 号，2004 年。為政者が農政や治水の知識をもって仁政を実践すべきだと説く『集義和書』の主
張は，帝王による積極的な国土開発，治水・治山などの事業を描く『書経』二典三謨の篇の内容と
通じあっている。


































6 ） 赤塚忠訳注『書経・易経（抄）』（中国古典文学大系１），平凡社，1972 年（以下赤塚訳注『書経』と
略記する），6-7 頁。
7 ） 『遺稿篇』，901 頁。小楠が「堯舜三代」と言う時，三代は夏，殷，周の三王朝を指している。但し，
小楠が三代という言葉を使う時には，三代以前の堯や舜の時代も含む聖人によって理想政治が行わ
































9 ） 『漢詩文全釈』，181-189，190-195，196-197，214-216 頁。
10） 『遺稿篇』，38，901，903-904，922-923 頁。
11） 平石直昭「主体・天理・天帝（一）―横井小楠の政治思想―」『社会科学研究』東京大学社会科学研
究所紀要第 25 巻，第 5 号，1974 年，51-55 頁。沼田哲「「仁」と「三代之道」―横井小楠思想の特
質についての一考察―」『日本歴史』332 号，1976 年，50-51 頁。源了圓「横井小楠の「三代の学」
における基本的概念の検討」『国際基督教大学学報Ⅲ―A　アジア文化研究別冊　2 伝統と近代化』，
1990 年，43-47 頁。
12） 源了圓「明治維新と実学思想」（坂田吉雄篇『明治維新史の問題点』，未来社，1962 年所収），73 頁。
13） 野口宗親「横井小楠の「沼山閑居雑詩」について」『熊本大学教育学部紀要』人文科学，第 56 号，
2007 年 11 月，317，322-323 頁。この論文では，小楠は西洋文明に触れて初めて堯舜三代に目を向
けたわけではなく，西洋文明に出会う前にすでに三代の思想を形成しており，堯舜時代の王室のあ
り方を理想としていたという重要な指摘がなされている。




























































保 14 年（1843）9 月に肥後の海岸部に襲来し大災害になったときには，民衆の立場に立

















































































第 5 号，2010 年 7 月，50-67 頁。「南朝史稿」の執筆時期は確定できないが，後述する，嘉永 3 年（1850）








































































基づく政策の内容は，安政 2 年（1855）47 歳の夏に漢文の世界地理書『海国図志』 46）を弟
子とともに精読した後に大きく変化している。
　『海国図志』精読の影響は漢詩「田中虎六吾が為に四時軒記を作る。七古一篇を賦し謝












































































































































































































































































































　小楠は 40 代前半以降明治 2 年（1869）61 歳の年に暗殺されるまで『書経』二典三謨を
重んじ，弟子との講学にも使った。日頃から『書経』二典三謨に親しむことによって，弟
子に堯舜の「気象」 86）を体得させようとしたことが分かる。
結論
　小楠は 30 代半ば肥後藩の武士や領民の窮乏という現実を見て，孟子の思想に基づいて
藩政の改革を主張した。ほぼ同じ時期に学び直した朱子学に影響されて夏，殷，周とそれ
以前の堯 ､ 舜時代を理想とする三代の理念を提唱するようになった。但し当時の小楠は模
84）村田氏寿『関西巡回記』，三秀舎，1940 年，35 頁。
85）『遺稿篇』，901 頁。
86）『遺稿篇』，239-240 頁。
43
横井小楠と『書経』―なぜ「二典三謨
ぼ
」の篇を重んじたのか―（北野雄士）
範とすべき為政者として，堯や舜ではなく，日本で名君とされる大名や中国の諸葛孔明を
称賛していた。
　40 代半ばになると，長年にわたる朋党の病を巡る苦い経験や読書，南朝史の著述など
を通じて，世の中の治乱が人君の一心の在り方に左右されることに確信をもつようになり，
為政者の心の在り方を何よりも重んじるようになった。この時期に小楠は為政者の理想像
を『書経』二典三謨の諸篇で描かれた堯や舜に求めるようになった。
　このような変化は 40 代半ば以降に書かれた「学校問答書」，漢詩，書簡，政策論，対話
録などにおいて，堯や舜の治政の在り方が賞賛され，政治行動の基準とされるようになっ
たことに現れている。
　『書経』二典三謨の諸篇は堯や舜が臣下との間の率直な議論に基づいて人事や政策を決
定し，必ずしも一族，王朝の維持を優先させず，徳性と能力によって後継者を選んでゆく
禅譲の物語を叙述しており，普遍的で開かれた政治理念に立脚している。小楠が特に二典
三謨の諸篇を重んじたのは二典三謨のこのような特徴によっている。
　こうして『書経』二典三謨の普遍的政治理念はペリー来航後，小楠が西洋の民主主義的
政治制度や経済政策を摂取する場合の媒介になるとともに，その後の危機的な政治状況に
対処する際の思想的立脚点にもなったのである。
